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第３章
天草魚市場を見学しよう！
「天草以外の市場の様子」

八代共同市場がある八代市は天草上島と八代海（不知火
海）を挟んで対岸の九州本土沿岸にあります。八代にあが
る魚介類のほとんどは八代海産です。シバエビやナマコ、
ハマグリなどがあがります。上天草市姫戸町の沖まで船で
15分と距離が近いこともあり八代と天草の漁場は被ります。

コラム：八代の市場は魚屋さんが経営！？

活魚水槽の様子（左：八代、右：本渡）

八代共同市場の特徴は、仲買人でもある鮮魚商（＝仲買人＝魚屋さん）が経営しているところです。平成
20年に当時の地元の漁業協同組合が経営していた前の市場が倒産し、鮮魚商組合が市場を経営するように
なったそうです。当時は漁業者から「金額の決定に公平性が保てないのではないか」という理由から反対
も多かったそうですが、鮮魚商たちは八代に市場をなくしてはならないという思いから「漁師が損するよ
うなことはない」と説得し鮮魚商による市場が開設されました。

帽子の色
・赤：市場職員
・黄：市場パート職員
・青：鮮魚商(＝仲買人)

セリの方法
八代共同市場でのセリは、熊本市内の熊本地方卸売市場（通称：くまもと田崎市場）や牛深の市場（天草
漁業協同組合牛深総合支所）と同じように「ぼんぜり」という方法で行います。「ぼんぜり」とは、仲買
人が手のひらサイズの小さな黒板にチョークで値段を書き、最も高い値を付けた者が競り落とすセリの方
法です。

豆知識
八代の仲買人は、八代にある製紙工場の煙突の煙を見て御所浦の漁師が芦北町田浦（八代市の南）まで運
べるかどうかを確認するそうです。煙が横になびくほど海が時化（しけ）るようなときは往復半日ほどか
けて上天草市龍ヶ岳町まで取りに行くこともあるそうです。

市場内
市場内は広くはないが、無駄が
なく清潔な印象です。草市内の
本渡地方卸売場のように大きな
活魚水槽は一部だけです。


